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奥
州
市
議
会
市
政
調
査
会
で
は
、
来
年
３
月
に
予
定
さ
れ

る
奥
州
市
議
会
議
員
選
挙
に
向
け
て
、
議
員
の
定
数
と
報
酬

に
つ
い
て
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
踏
ま
え
て
議
員
間
討
議
並

び
に
意
向
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
奥
州
市

議
会
と
し
て
次
期
議
員
定
数
・
報
酬
と
も
に
同
数
・
同
額
の

方
針
に
な
り
ま
し
た
。

現状維持の理由の主なもの現状維持の理由の主なもの
●  市民フォーラムでの市民意見を尊重
●  地域要望にならない地域の小さな要
望や意見に対応するため

●  市民の意見を市政に流すパイプを狭めるべきではない
●  人口減少といえども活動範囲は変わらず、むしろ社会の
多様化への対応が必要

●  将来の人口減に合わせて減とすべきだが、若い人たちが
立候補しづらくなる。

●  もっと市民に向き合う時間が必要

これまでの流れ

議員定数について議員定数について 議員報酬について議員報酬について

75％

25％

21名

7名 増やした
方がいい

現状維持

57％
16名12名

43％
現状維持

減らした
方がいい 「増やした方がいい」の「増やした方がいい」の

理由のうち主なもの理由のうち主なもの
●  若い世代が世帯を持ち、子ど
もを進学させられる額

●  近隣他市の事例、市政調査会の調査結果などから
●  定数を減らして報酬を増やす
●  子育て世帯のサラリーマン並みの報酬を
●  議員は報酬で立候補するわけではないが、ある程
度は保障されるべき

●  もし定数が現状維持なら報酬も現状維持

令和5年3月、8月 なり手不足や議会の在り方に関する講演会

令和5年9～10月 議員ヒアリング調査

令和6年12月 市民フォーラム（市内5地域）

令和7年2月 議員間討議

令和4年10月～令和5年9月 議員活動実態調査
次
期
市
議
会
議
員
、

定
数
・
報
酬

と
も
に
現
状
維
持
！

議員間討議議員間討議 市民フォーラム市民フォーラム

　
総
務
常
任
委
員
会
で
は
令
和
6
年
度
か

ら
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
本
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
課
題
も
い
ま
だ
多

く
、
総
務
常
任
委
員
会
と
し
て
は
行
政
視
察
・
市
民
と
議
員
の
懇

談
会
・
委
員
間
協
議
・
研
修
会
な
ど
研
鑽
を
重
ね
、
次
の
事
項
を

柱
と
す
る
政
策
提
言
書
を
取
り
ま
と
め
、
市
に
対
し
提
出
し
、
こ

の
政
策
に
基
づ
く
施
策
の
実
施
に
つ
い
て
提
言
を
表
明
し
ま
し
た
。

市
内
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

推
進
に
関
す
る

政
策
提
言
書

地域資源を活用したイベントの提供及び市
民参画による郷土愛の醸成に取り組むこと提言1

具体的な
取り組み

❶市民や企業との連携によるイベント開催
❷教育機関との連携や親子イベントの実施
❸  地域資源の掘り起こしや魅力の再認識を目
的とした事業の実施

奥州市全体で情報発信力を強化し、市内外へ
奥州市の魅力を知る機会の提供に取り組むこと提言2

具体的な
取り組み

❶  市民における情報発信活動
❷職員における情報発信力の向上
❸  各種団体及び奥州大使との連携による情報
発信

戦略的なシティプロモーションの推進に取
り組むこと提言3

具体的な
取り組み

❶  目的、ターゲット、成果指標の設定
❷各部署との連携による事業展開

各議員の意向調査結果各議員の意向調査結果

2令和７年６月定例会
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第
２
回
定
例
会
は
令
和
７
年
６
月
９
日
か
ら
７
月
２
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
市
長
か
ら
は
条
例

の
一
部
改
正
及
び
廃
止
、
財
産
の
取
得
、
令
和
７
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
、
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
、
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
な
ど
計
33
件
の
議
案
等
が
提
出
さ
れ
（
追
加

議
案
を
含
む
）、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
等
し
ま
し
た
。

6月
令和7年

第第
22
回
定
例
会
の

回
定
例
会
の
あ
ら
ま
し

あ
ら
ま
し

　
特
定
扶
養
親
族
特
別
控
除
額
の
創
設
に
伴

い
、
関
係
規
定
を
整
備
し
た
こ
と
、
加
熱
式

た
ば
こ
に
係
る
、
た
ば
こ
税
の
課
税
標
準
の

特
例
に
つ
い
て
規
定
し
た
こ
と
な
ど
地
方
税

法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
本
件
条
例
を
一

部
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
（
施
行
期
日
令

和
８
年
１
月
１
日
。
た
ば
こ
税
の
課
税
標
準

の
特
例
に
係
る
改
正
部
分
に
つ
い
て
は
、
令

和
８
年
４
月
１
日
）

奥
州
市
子
ど
も
、
妊
産
婦
及
び
重
度
心
身

障
害
者
医
療
費
給
付
条
例
の
一
部
改
正

　
重
度
心
身
障
害
者
の
定
義
に
、
精
神
障
害

奥
州
市
税
条
例
の
一
部
改
正

議
案
審
議

者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
所
持
者
を
加
え
る
な

ど
、
医
療
費
給
付
を
行
う
重
度
心
身
障
害
者

の
対
象
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
り
、
精
神
障

が
い
者
の
医
療
費
負
担
を
軽
減
し
、
も
っ
て

精
神
保
健
福
祉
の
充
実
を
図
る
た
め
、
本
件

条
例
を
一
部
改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
（
施

行
期
日
　
令
和
７
年
８
月
１
日
又
は
公
布
の

日
）胆

沢
プ
ー
ル
条
例
の
廃
止

　
胆
沢
プ
ー
ル
は
、
市
の
個
別
施
設
計
画
に

お
い
て
、
使
用
が
可
能
な
限
り
運
営
を
継
続

さ
せ
、
大
規
模
な
修
繕
の
必
要
性
が
生
じ
た

場
合
に
廃
止
す
る
計
画
と
し
て
い
た
と
こ

ろ
、
使
用
が
困
難
な
規
模
の
設
備
の
劣
化
が

認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
廃
止
し
よ

う
と
す
る
も
の
（
施
行
期
日
　
公
布
の
日
）

財
産
の
取
得
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と

　
除
雪
ド
ー
ザ
に
つ
い
て
、
市
の
保
有
す
る

車
輌
が
老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
除
雪

車
更
新
計
画
に
基
づ
き
、
１
台
を
更
新
し
よ

う
と
す
る
も
の

財
産
の
取
得
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と

　
消
防
団
活
動
で
使
用
す
る
小
型
動
力
ポ
ン

プ
積
載
車
に
つ
い
て
、
車
両
の
経
年
劣
化
に

伴
う
性
能
低
下
等
に
よ
り
、
消
防
団
活
動
に

支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
計
画
的
に
更
新
を

図
っ
て
お
り
、
水
沢
地
域
３
台
、
前
沢
地
域

１
台
の
計
４
台
を
更
新
し
よ
う
と
す
る
も
の

財
産
の
取
得
に
関
し
議
決
を
求
め
る
こ
と

　
奥
州
湖
交
流
館
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
に
つ

い
て
、
奥
州
湖
周
辺
エ
リ
ア
活
用
整
備
構
想

に
基
づ
き
、
カ
ヌ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
等
と
し
て
改
修
す
る
奥
州
湖
交
流
館
に

設
置
す
る
た
め
、
取
得
し
よ
う
と
す
る
も
の

令
和
７
年
度
奥
州
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
強
い
農
業
づ
く
り
交
付
金
事
業
、橋
り
ょ

う
長
寿
命
化
修
繕
事
業
な
ど
に
所
要
の
措
置

を
す
る
も
の
。債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て
は
、

メ
イ
プ
ル
再
生
開
設
前
プ
ロ
パ
テ
ィ
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
業
務
を
新
た
に
追
加
す
る
も
の

令
和
７
年
度
奥
州
市
病
院
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
総
合
水
沢
病
院
の
整
形
外
科
部
門
に
お
い

て
更
新
を
要
す
る
手
術
用
機
器
の
購
入
等
に

対
応
す
る
た
め
、
資
本
的
収
支
に
お
い
て
所

要
の
措
置
を
す
る
も
の

令
和
７
年
度
奥
州
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
４
号
）

　
新
医
療
セ
ン
タ
ー
整
備
に
当
た
り
、
建
設

予
定
地
の
測
量
委
託
な
ど
に
所
要
の
措
置
を

す
る
も
の

令
和
７
年
度
奥
州
市
病
院
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
新
医
療
セ
ン
タ
ー
整
備
の
た
め
、
病
院
事

業
が
負
担
す
べ
き
費
用
に
つ
い
て
、
収
益
的

支
出
及
び
資
本
的
収
支
に
お
い
て
所
要
の
措

置
を
す
る
も
の

3 おうしゅう市議会だより3 おうしゅう市議会だより
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奥
州
市
議
会
市
政
調
査
会
で
は
、
来
年
３
月
に
予
定
さ
れ

る
奥
州
市
議
会
議
員
選
挙
に
向
け
て
、
議
員
の
定
数
と
報
酬

に
つ
い
て
、
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
踏
ま
え
て
議
員
間
討
議
並

び
に
意
向
調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
奥
州
市

議
会
と
し
て
次
期
議
員
定
数
・
報
酬
と
も
に
同
数
・
同
額
の

方
針
に
な
り
ま
し
た
。

現状維持の理由の主なもの現状維持の理由の主なもの
●  市民フォーラムでの市民意見を尊重
●  地域要望にならない地域の小さな要
望や意見に対応するため

●  市民の意見を市政に流すパイプを狭めるべきではない
●  人口減少といえども活動範囲は変わらず、むしろ社会の
多様化への対応が必要

●  将来の人口減に合わせて減とすべきだが、若い人たちが
立候補しづらくなる。

●  もっと市民に向き合う時間が必要

これまでの流れ

議員定数について議員定数について 議員報酬について議員報酬について

75％

25％

21名

7名 増やした
方がいい

現状維持

57％
16名12名

43％
現状維持

減らした
方がいい 「増やした方がいい」の「増やした方がいい」の

理由のうち主なもの理由のうち主なもの
●  若い世代が世帯を持ち、子ど
もを進学させられる額

●  近隣他市の事例、市政調査会の調査結果などから
●  定数を減らして報酬を増やす
●  子育て世帯のサラリーマン並みの報酬を
●  議員は報酬で立候補するわけではないが、ある程
度は保障されるべき

●  もし定数が現状維持なら報酬も現状維持

令和5年3月、8月 なり手不足や議会の在り方に関する講演会

令和5年9～10月 議員ヒアリング調査

令和6年12月 市民フォーラム（市内5地域）

令和7年2月 議員間討議

令和4年10月～令和5年9月 議員活動実態調査
次
期
市
議
会
議
員
、

定
数
・
報
酬

と
も
に
現
状
維
持
！

議員間討議議員間討議 市民フォーラム市民フォーラム

　
総
務
常
任
委
員
会
で
は
令
和
6
年
度
か

ら
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
シ
テ
ィ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
本
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
課
題
も
い
ま
だ
多

く
、
総
務
常
任
委
員
会
と
し
て
は
行
政
視
察
・
市
民
と
議
員
の
懇

談
会
・
委
員
間
協
議
・
研
修
会
な
ど
研
鑽
を
重
ね
、
次
の
事
項
を

柱
と
す
る
政
策
提
言
書
を
取
り
ま
と
め
、
市
に
対
し
提
出
し
、
こ

の
政
策
に
基
づ
く
施
策
の
実
施
に
つ
い
て
提
言
を
表
明
し
ま
し
た
。

市
内
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

推
進
に
関
す
る

政
策
提
言
書

地域資源を活用したイベントの提供及び市
民参画による郷土愛の醸成に取り組むこと提言1

具体的な
取り組み

❶市民や企業との連携によるイベント開催
❷教育機関との連携や親子イベントの実施
❸  地域資源の掘り起こしや魅力の再認識を目
的とした事業の実施

奥州市全体で情報発信力を強化し、市内外へ
奥州市の魅力を知る機会の提供に取り組むこと提言2

具体的な
取り組み

❶  市民における情報発信活動
❷職員における情報発信力の向上
❸  各種団体及び奥州大使との連携による情報
発信

戦略的なシティプロモーションの推進に取
り組むこと提言3

具体的な
取り組み

❶  目的、ターゲット、成果指標の設定
❷各部署との連携による事業展開

各議員の意向調査結果各議員の意向調査結果

2令和７年６月定例会
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4令和７年６月定例会

第
２
回
６
月
定
例
会

議　席 4 6 8 11 13 14 23 26 3 7 15 18 19 25 1 16 17 24 27 9 10 12 20 22 2 5 28 21
採
決
結
果

会　派 奥和会 奥州みらい 日本共産党 新奥会 公 奥ノ 無

氏　名 

門
脇

　芳
裕

髙
橋

　善
行

東

　
　隆
司

千
葉

　和
彦

小
野
寺

　満

高
橋

　
　浩

中
西

　秀
俊

藤
田

　慶
則

菅
野

　
　至

佐
々
木
友
美
子

千
葉

　康
弘

廣
野

　富
男

及
川

　
　佐

小
野
寺

　重

佐
藤

　美
雪

瀨
川

　貞
清

千
葉

　
　敦

菅
原

　
　明

今
野

　裕
文

小
野

　
　優

及
川

　春
樹

高
橋

　
　晋

飯
坂

　一
也

阿
部
加
代
子

宍
戸

　直
美

佐
藤

　正
典

加
藤

　
　清

菅
原

　由
和

議 案
議案第15号（修正案） ×× ×× ○○ ×× ×× ×× ×× ×× ×× ○○ ○○ ○○ ○○ ×× ×× ×× ×× ×× ×× ○○ ○○ ○○ ×× ×× ○○ ○○ ×× - 否決
議案第15号（原案） ○○ ○○ ×× ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ×× ×× ×× ×× ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ×× ×× ×× ○○ ○○ ×× ×× ○○ - 可決
請願第10号 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ×× ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ×× ×× ×× ×× ×× ×× ○○ ×× - 採択
請願第11号 ×× ×× ○○ ×× ×× ×× ○○ ×× ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ×× ×× ×× ×× ×× ×× ○○ ○○ ○○ ×× ×× ○○ ○○ ×× - 不採択

請願第12号 ×× ×× ○○ ×× ×× ×× ○○ ×× ○○ ×× ○○ ○○ ○○ ×× ×× ×× ×× ×× ×× ○○ ○○ ○○ ×× ×× ○○ ○○ ×× - 不採択

請願第13号 ×× ×× ○○ ×× ×× ×× ○○ ×× ○○ ×× ○○ ○○ ○○ ×× ×× ×× ×× ×× ×× ○○ ○○ ○○ ×× ×× ○○ ○○ ×× - 不採択

請願第14号 ○○ ○○ ×× ○○ ○○ ○○ ×× ○○ ×× ×× ×× ×× ×× ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ×× ×× ×× ○○ ○○ ×× ×× ○○ - 採択
請願第15号 ○○ ○○ ×× ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ×× ×× ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ×× ×× ×× ×× ×× ×× ×× ×× - 採択
請願第16号 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ×× ○○ - 採択
議案第19号 ○○ ○○ ×× ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ×× ○○ ×× ×× ×× ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ×× ×× ×× ○○ ○○ ×× ×× ○○ - 可決
議案第20号 ○○ ○○ ×× ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ×× ○○ ×× ×× ×× ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ×× ×× ×× ○○ ○○ ×× ×× ○○ - 可決

※公＝公明党、奥ノ＝奥州ノート、無＝無会派  
※議長は採決には加わりません。賛成＝○○  反対＝××  採決結果一覧表

公表公表議員議員のの
採決で賛否が分かれた案件の採決結果です。
これ以外の議案等は全会一致で可決等されています。賛賛

さんさん ぴぴ

否否

議案番号 案  件  名

第
２
回
６
月
定
例
会

議案第15号
（修正案） ６

月
18
日
分

「令和７年度奥州市一般会計補正予算（第３号）」に対する修正案
※ メイプル再生開設前プロパティマネジメント業務委託料等の関連予算 863 万 6千円の削
除を求めるもの

議案第15号
（原案） 令和７年度奥州市一般会計補正予算（第３号）

請願第10号

７
月
２
日
分

消費税インボイス制度の中止を求める意見書採択についての請願

請願第11号 新医療センター整備について抜本的な見直しを求める請願

請願第12号 新医療センター整備基本計画の見直しを求める請願

請願第13号 新医療センター整備基本計画の見直しを求める請願

請願第14号 新医療センターの早期建設を求める請願書

請願第15号 消費税率５％以下への引下げを求める意見書採択についての請願

請願第16号 「カリキュラム・オーバーロード」の改善を求める意見書提出の請願

議案第19号 令和７年度奥州市一般会計補正予算（第４号）

議案第20号 令和７年度奥州市病院事業会計補正予算（第２号）

詳しい内容を知りたい方は
こちらの２次元コードから
ご覧下さい

7月2日分６月18日分



5 おうしゅう市議会だより5 おうしゅう市議会だより

国内24議会が
行政視察に
みえました

令和6年度  受入状況一覧
視察日 来訪市等 人数 視察項目

 4月25日 福井県 鯖江市議会 10 議会改革について

 5月 9日 熊本県 大津町議会 7 議会改革について

 5月10日 石川県 能美市議会 6 政策サイクルについて

 5月24日 岩手県 紫波町議会 9 政策形成サイクルの取り組みについて

 7月 9日 茨城県 つくばみらい議会 8 議会広報のリニューアルについて

 7月10日

滋賀県 市議会議長会
（大津市、東近江市、
野洲市、長浜市、
高島市、米原市、
彦根市、近江八幡市、
守山市、栗東市、
草津市、湖南市、
甲賀市）

29 議会基本条例の検証について

 7月11日 長崎県 諫早市議会 7 議会広報活動について

 7月18日 山形県 鶴岡市議会 12 議会運営及び議会改革の取り組みについて

 7月19日 三重県 津市議会 15 議会改革の取り組みについて

 7月24日 北海道 岩見沢市議会 10 議員間討議について

 7月31日 佐賀県 唐津市議会 5 奥州地産地消わくわく条例について

視察日 来訪市等 人数 視察項目

 8月 6日 神奈川県 相模原市議会 4

議会事務局における生成 AI の活
用について
その他、議会改革の取り組みにつ
いて

 8月20日 山形県 高畠町議会 8 議会改革の取り組みについて

 8月22日 岩手県 陸前高田市議会 8 議員間討議について

 8月22日 北海道 釧路市議会 1 議会改革について

10月 7日 福岡県 志免町議会 10 議会改革についてほか

10月31日 埼玉県 北本市議会 8 議会改革について

11月 7日 秋田県 男鹿市議会 7 議会だよりの編集等について

11月 8日 岩手県 北上市議会 3 決算審査についてほか

12月25日 山形県 米沢市議会 4 奥州市子どもの権利に関する条例
について

1月17日 宮城県 蔵王町議会 7 議会改革の取り組みについて

 1月21日 福島県 伊達市議会 11 議会ＩＣＴについて

 1月22日 神奈川県 藤沢市議会 11 災害時のタブレット端末の活用についてほか

 1月22日 北海道 帯広市議会 1 議会運営及び議会改革の取り組み
について

　令和６年度に視察のため奥州市議会を訪れた議会
数は 24議会、201 名でした。視察の内容を見ると
「議会改革」、「議会広報」などに高い関心が寄せら
れました。多くの議会の皆様にお越しいただき、あ
りがとうございました。

　
全
国
市
議
会
議
長
会

第
１
０
１
回
定
期
総
会

に
お
い
て
、
当
市
議
会

議
員
３
名
が
永
年
に
渡

り
地
方
自
治
の
発
展
に
寄
与
し
た
功
績

に
よ
り
、表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
６
月
９
日
、

本
会
議
場
に
お
い
て
市
議
会
定
例
会
の

本
会
議
に
先
立
ち
、
表
彰
状
の
伝
達
が

行
わ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

小
野
寺
　
重
　
　
　
議
員

菅
原
　
　
明
　
　
　
議
員

議
員
20
年
以
上

菅
原
　
由
和
　
　
　
議
長

議
員
15
年
以
上

左から菅原由和議長、菅原明議員、小野寺重議員

に
お
い
て
、
当
市
議
会

議
員
３
名
が
永
年
に
渡

議員
表彰

議会改革について

議会改革について

議会改革の取り組みについて

議会改革の取り組みについて

議会改革について

議会改革について

議会改革についてほか

議会改革の取り組みについて

議会運営及び議会改革の取り組み
について

議会運営及び議会改革の取り組み
について

その他、議会改革の取り組みにつ
いて

議会広報のリニューアルについて

議会だよりの編集等について

議会広報活動について

4令和７年６月定例会

第
２
回
６
月
定
例
会

議　席 4 6 8 11 13 14 23 26 3 7 15 18 19 25 1 16 17 24 27 9 10 12 20 22 2 5 28 21
採
決
結
果

会　派 奥和会 奥州みらい 日本共産党 新奥会 公 奥ノ 無

氏　名 

門
脇

　芳
裕

髙
橋

　善
行

東

　
　隆
司

千
葉

　和
彦

小
野
寺

　満

高
橋

　
　浩

中
西

　秀
俊

藤
田

　慶
則

菅
野

　
　至

佐
々
木
友
美
子

千
葉

　康
弘

廣
野

　富
男

及
川

　
　佐

小
野
寺

　重

佐
藤

　美
雪

瀨
川

　貞
清

千
葉

　
　敦

菅
原

　
　明

今
野

　裕
文

小
野

　
　優

及
川

　春
樹

高
橋

　
　晋

飯
坂

　一
也

阿
部
加
代
子

宍
戸

　直
美

佐
藤

　正
典

加
藤

　
　清

菅
原

　由
和

議 案
議案第15号（修正案） ×× ×× ○○ ×× ×× ×× ×× ×× ×× ○○ ○○ ○○ ○○ ×× ×× ×× ×× ×× ×× ○○ ○○ ○○ ×× ×× ○○ ○○ ×× - 否決
議案第15号（原案） ○○ ○○ ×× ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ×× ×× ×× ×× ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ×× ×× ×× ○○ ○○ ×× ×× ○○ - 可決
請願第10号 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ×× ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ×× ×× ×× ×× ×× ×× ○○ ×× - 採択
請願第11号 ×× ×× ○○ ×× ×× ×× ○○ ×× ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ×× ×× ×× ×× ×× ×× ○○ ○○ ○○ ×× ×× ○○ ○○ ×× - 不採択

請願第12号 ×× ×× ○○ ×× ×× ×× ○○ ×× ○○ ×× ○○ ○○ ○○ ×× ×× ×× ×× ×× ×× ○○ ○○ ○○ ×× ×× ○○ ○○ ×× - 不採択

請願第13号 ×× ×× ○○ ×× ×× ×× ○○ ×× ○○ ×× ○○ ○○ ○○ ×× ×× ×× ×× ×× ×× ○○ ○○ ○○ ×× ×× ○○ ○○ ×× - 不採択

請願第14号 ○○ ○○ ×× ○○ ○○ ○○ ×× ○○ ×× ×× ×× ×× ×× ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ×× ×× ×× ○○ ○○ ×× ×× ○○ - 採択
請願第15号 ○○ ○○ ×× ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ×× ×× ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ×× ×× ×× ×× ×× ×× ×× ×× - 採択
請願第16号 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ×× ○○ - 採択
議案第19号 ○○ ○○ ×× ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ×× ○○ ×× ×× ×× ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ×× ×× ×× ○○ ○○ ×× ×× ○○ - 可決
議案第20号 ○○ ○○ ×× ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ×× ○○ ×× ×× ×× ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ×× ×× ×× ○○ ○○ ×× ×× ○○ - 可決

※公＝公明党、奥ノ＝奥州ノート、無＝無会派  
※議長は採決には加わりません。賛成＝○○  反対＝××  採決結果一覧表

公表公表議員議員のの
採決で賛否が分かれた案件の採決結果です。
これ以外の議案等は全会一致で可決等されています。賛賛

さんさん ぴぴ

否否

議案番号 案  件  名

第
２
回
６
月
定
例
会

議案第15号
（修正案） ６

月
18
日
分

「令和７年度奥州市一般会計補正予算（第３号）」に対する修正案
※ メイプル再生開設前プロパティマネジメント業務委託料等の関連予算 863 万 6千円の削
除を求めるもの

議案第15号
（原案） 令和７年度奥州市一般会計補正予算（第３号）

請願第10号

７
月
２
日
分

消費税インボイス制度の中止を求める意見書採択についての請願

請願第11号 新医療センター整備について抜本的な見直しを求める請願

請願第12号 新医療センター整備基本計画の見直しを求める請願

請願第13号 新医療センター整備基本計画の見直しを求める請願

請願第14号 新医療センターの早期建設を求める請願書

請願第15号 消費税率５％以下への引下げを求める意見書採択についての請願

請願第16号 「カリキュラム・オーバーロード」の改善を求める意見書提出の請願

議案第19号 令和７年度奥州市一般会計補正予算（第４号）

議案第20号 令和７年度奥州市病院事業会計補正予算（第２号）

詳しい内容を知りたい方は
こちらの２次元コードから
ご覧下さい

7月2日分６月18日分



6令和７年６月定例会

請
願
第
10
号

「
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
中
止
を
求

め
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て
の
請
願
」

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
小
規
模
事
業
者
や
個

人
事
業
者
を
中
心
に
大
き
な
負
担
と
な
っ
て

い
る
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
、
こ
の
制
度
が

地
域
経
済
の
健
全
な
循
環
を
妨
げ
て
い
る
可

能
性
も
感
じ
ら
れ
、
地
域
全
体
の
活
力
低
下

に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
公
正
な
課
税
を
目
的
に
導
入

さ
れ
た
制
度
で
は
あ
り
ま
す
が
、
昨
今
の
物

価
や
人
件
費
の
高
騰
な
ど
に
加
え
、
制
度
が

非
常
に
複
雑
で
あ
る
た
め
の
新
た
な
事
務
負

担
、
税
負
担
や
免
税
事
業
者
の
排
除
な
ど
が

事
業
者
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、

地
域
経
済
を
支
え
る
事
業
者
の
た
め
、
制
度

の
廃
止
や
抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
で
あ
る

と
し
て
請
願
は
採
択
し
、
関
係
各
所
に
対
し

て
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
で
決
し
ま
し

た
。

請
願
第
15
号

「
消
費
税
率
５
％
以
下
へ
の
引
下
げ
を
求

め
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て
の
請
願
」

　
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
原
油
高
や
円
安
に
よ
る

物
価
高
騰
が
続
き
、国
の
支
援
策
も
あ
る
が
、

市
民
生
活
の
困
難
は
続
い
て
い
ま
す
。
特
に

低
所
得
者
層
、
子
育
て
世
代
や
高
齢
者
に

と
っ
て
毎
日
の
買
物
が
不
安
材
料
と
な
っ
て

い
る
こ
と
、
消
費
税
は
そ
の
性
質
上
、
所
得

に
関
係
な
く
一
律
に
か
か
る
税
で
あ
り
、
生

活
困
窮
者
層
に
大
き
な
負
担
を
与
え
て
い
る

こ
と
、
消
費
税
の
減
税
は
実
効
性
の
あ
る
生

活
支
援
策
で
あ
り
、
個
人
消
費
の
刺
激
策
と

し
て
も
経
済
の
下
支
え
に
つ
な
が
る
と
考
え

ら
れ
る
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
、
請
願
は
採

択
し
関
係
各
所
に
対
し
て
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
で
決
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
物
価
高
騰
等
で
市
民
生
活
が
厳
し

く
な
っ
た
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
が
、
消
費

税
は
年
金
、
医
療
、
介
護
と
い
っ
た
社
会
保

障
を
支
え
る
重
要
な
財
源
で
あ
り
、
こ
れ
を

大
幅
に
減
ら
す
こ
と
は
将
来
の
福
祉
の
切
捨

て
に
つ
な
が
り
か
ね
ず
、
必
要
な
の
は
、
困

窮
世
帯
へ
の
的
確
な
支
援
策
や
物
価
対
策
で

あ
り
、
安
易
な
減
税
で
は
な
い
と
い
う
観
点

か
ら
、
不
採
択
と
す
べ
き
と
の
意
見
も
あ
り

ま
し
た
。教

育
厚
生
常
任
委
員
会

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

請
願
第
11
号

「
新
医
療
セ
ン
タ
ー
整
備
に
つ
い
て
抜
本

的
な
見
直
し
を
求
め
る
請
願
」

　
本
請
願
は
、
医
師
確
保
の
見
通
し
が
不
透

明
で
あ
り
、
医
療
資
源
を
適
切
に
集
約
す
る

こ
と
、
見
込
み
で
は
な
く
現
在
の
医
療
資
源

で
の
収
支
計
画
に
す
る
こ
と
、
住
民
合
意
が

不
十
分
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
、
新
医
療
セ
ン

タ
ー
整
備
基
本
計
画
の
抜
本
的
見
直
し
を
求

め
る
も
の
で
し
た
。

　
討
論
で
は
、
本
請
願
に
賛
成
す
る
委
員
か

ら
は
、
計
画
の
白
紙
撤
回
を
求
め
る
内
容
で

は
な
い
の
で
、
収
支
計
画
に
問
題
が
あ
る
ま

ま
進
め
る
の
で
は
な
く
、
柔
軟
な
計
画
に
な

る
よ
う
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
地
域

の
医
療
現
場
か
ら
の
声
に
耳
を
傾
け
る
必
要

が
あ
る
点
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
反
対
す
る
委
員
か
ら
は
、
現
状
の

総
合
水
沢
病
院
の
老
朽
化
や
耐
震
性
の
問
題

を
解
決
す
る
た
め
に
新
医
療
セ
ン
タ
ー
が
必

要
で
あ
る
こ
と
や
、
２
０
４
０
年
問
題
を
見

据
え
て
、
地
域
医
療
を
維
持
す
る
た
め
に
は

新
た
な
施
設
が
必
要
で
あ
り
、
県
立
病
院
や

民
間
医
療
機
関
と
の
連
携
強
化
が
重
要
で
あ

る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
可
否
同
数
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
委
員
長
裁
決
と
な
り
、
当
該
裁
決
に
お

い
て
は
、
耐
震
性
能
に
問
題
が
あ
り
老
朽
化

し
た
現
在
の
総
合
水
沢
病
院
の
環
境
に
触

れ
、
新
医
療
セ
ン
タ
ー
の
建
設
は
こ
の
問
題

を
早
急
に
解
決
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
と

の
観
点
か
ら
、
当
委
員
会
と
し
て
本
請
願
は

不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

請
願
第
12
号

「
新
医
療
セ
ン
タ
ー
整
備
基
本
計
画
の
見

直
し
を
求
め
る
請
願
」

総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

請請
願願
審審
査査

　
令
和
７
年
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
、
７
件
の
請
願
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。
全
て
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
各
常
任
委

員
会
に
お
け
る
審
議
の
様
子
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
総

務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
請
願
第
10
号
は
、
第
１
回
定
例
会
総

務
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
継
続
審
議
と
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

地域医療を支える水沢病院
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本
請
願
は
、
新
医
療
セ
ン
タ
ー
整
備
基
本

計
画
の
見
直
し
や
、
総
合
水
沢
病
院
に
お
け

る
耐
震
化
を
早
急
に
進
め
る
こ
と
、
県
立
病

院
と
の
統
合
再
編
の
可
能
性
を
探
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
討
論
で
は
、
本
請
願
に
賛
成
す
る
委
員
か

ら
は
、
市
民
や
医
療
従
事
者
の
安
全
を
確
保

す
る
た
め
に
既
存
の
総
合
水
沢
病
院
の
耐
震

化
を
早
急
に
進
め
る
べ
き
と
の
意
見
が
出
さ

れ
、
医
師
確
保
の
現
実
的
な
困
難
さ
や
財
政

負
担
を
考
慮
し
た
上
で
、
県
立
病
院
と
の
統

合
再
編
と
い
う
選
択
肢
を
探
る
必
要
性
が
強

調
さ
れ
、
統
合
再
編
の
可
能
性
の
検
討
は
避

け
て
は
通
れ
な
い
と
の
考
え
が
示
さ
れ
ま
し

た
。

　
一
方
、
反
対
す
る
委
員
か
ら
は
、
総
合
水

沢
病
院
の
耐
震
化
や
老
朽
化
対
策
に
つ
い

て
、
耐
震
診
断
や
そ
の
後
の
検
討
を
含
め
る

と
改
修
に
は
莫
大
な
費
用
と
時
間
が
か
か
る

た
め
、
現
実
的
で
は
な
い
と
の
指
摘
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
県
立
病
院
と
の
統
合
再
編

に
つ
い
て
も
、
現
時
点
で
は
県
に
は
そ
の
考

え
が
な
い
こ
と
か
ら
、
統
合
の
可
能
性
を
探

る
こ
と
は
難
し
い
と
の
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
可
否
同
数
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
委
員
長
裁
決
と
な
り
、
当
該
裁
決
に
お

い
て
は
、
市
民
の
命
を
守
る
地
域
医
療
の
充

実
は
市
の
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
新
医
療
セ

ン
タ
ー
整
備
は
進
め
る
べ
き
と
の
観
点
か

ら
、
当
委
員
会
と
し
て
不
採
択
と
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

請
願
第
13
号

「
新
医
療
セ
ン
タ
ー
整
備
基
本
計
画
の
見

直
し
を
求
め
る
請
願
」

　
本
請
願
は
、
新
医
療
セ
ン
タ
ー
整
備
基
本

計
画
を
見
直
し
市
民
目
線
で
再
検
討
す
る
こ

と
、
県
立
江
刺
病
院
と
の
統
合
又
は
経
営
協

力
を
具
体
的
に
検
討
す
る
こ
と
、
多
額
の
税

金
投
入
を
見
直
し
、
地
域
医
療
と
持
続
可
能

な
財
政
運
営
の
両
立
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
。
江
刺
地
域
の
医
療
空
白
へ

の
懸
念
や
、
多
額
の
税
金
投
入
に
対
す
る
財

政
破
綻
リ
ス
ク
に
つ
い
て
も
述
べ
ら
れ
て
お

り
ま
す
。

　
討
論
で
は
、
本
請
願
に
賛
成
す
る
委
員
か

ら
は
、
地
域
医
療
の
バ
ラ
ン
ス
や
持
続
可
能

性
を
考
慮
し
、
市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

た
め
に
も
計
画
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
と

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
、
江
刺
地

域
の
医
療
空
白
や
財
政
負
担
へ
の
懸
念
が
強

調
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、本
請
願
に
反
対
す
る
委
員
か
ら
は
、

新
医
療
セ
ン
タ
ー
整
備
は
将
来
の
地
域
医
療

を
支
え
る
た
め
に
必
要
で
あ
り
、
今
か
ら
の

耐
震
化
や
老
朽
化
対
策
が
現
実
的
で
な
い
こ

と
、
医
師
確
保
や
財
政
面
で
の
リ
ス
ク
を
考

慮
し
て
も
建
設
を
進
め
る
べ
き
、
ま
た
、
県

立
病
院
と
の
統
合
再
編
は
県
も
市
も
考
え
て

い
な
い
状
況
の
現
時
点
で
は
現
実
的
で
な
い

と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
は
賛
成
少
数
で
あ
り
、
当
委

員
会
と
し
て
本
請
願
は
不
採
択
と
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

請
願
第
14
号

「
新
医
療
セ
ン
タ
ー
の
早
期
建
設
を
求
め

る
請
願
書
」

　
本
請
願
は
、
総
合
水
沢
病
院
が
老
朽
化
及

び
耐
震
性
に
問
題
が
あ
る
現
状
に
触
れ
、
市

民
の
期
待
に
応
え
て
病
院
機
能
の
充
実
、
診

療
体
制
の
確
立
を
図
り
早
期
の
建
て
替
え
を

求
め
る
も
の
で
し
た
。

　
討
論
で
は
、
本
請
願
に
賛
成
す
る
委
員
か

ら
は
、
早
期
建
設
が
地
域
医
療
の
維
持
発
展

に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
、
施
設
の
老
朽
化
と

耐
震
性
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
新
医
療

セ
ン
タ
ー
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
地

域
住
民
の
医
療
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
の
診

療
体
制
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
点
が
挙

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
反
対
す
る
委
員
か
ら
は
、
財
政
負

担
の
重
さ
や
医
師
確
保
の
不
透
明
性
に
対
す

る
懸
念
、
建
設
あ
り
き
で
は
な
く
他
の
選
択

肢
も
含
め
た
議
論
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
具

体
的
な
安
全
対
策
が
求
め
ら
れ
る
現
場
の
状

況
に
対
す
る
不
安
が
示
さ
れ
ま
し
た
。
採
決

に
お
い
て
は
賛
成
多
数
で
あ
り
、
当
委
員
会

と
し
て
本
請
願
は
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し

ま
し
た
。

請
願
第
16
号

「『
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ド
』

の
改
善
を
求
め
る
意
見
書
提
出
の
請
願
」

　
本
請
願
の
趣
旨
は
、
学
校
の
教
育
課
程
に

お
け
る
学
習
指
導
要
領
の
内
容
が
「
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
・
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ド
」
の
状
態
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
解
消
の
た
め
次
期
学

習
指
導
要
領
の
改
訂
に
当
た
り
標
準
授
業
時

数
の
削
減
等
を
含
め
た
精
選
を
求
め
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
オ
ー
バ
ー

ロ
ー
ド
」
と
は
、
教
育
・
学
習
内
容
が
質
・

量
と
も
に
過
剰
と
な
る
こ
と
で
児
童
生
徒
と

教
職
員
の
両
方
に
過
度
な
負
担
が
か
か
っ
て

い
る
状
態
の
こ
と
を
指
し
ま
す
。

　
討
論
で
は
、
不
登
校
の
増
加
や
特
別
支
援

学
級
等
へ
の
在
籍
児
童
生
徒
の
増
加
が
「
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
・
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ド
」
に
起
因

す
る
か
ど
う
か
は
明
確
で
は
な
い
も
の
の
、

現
状
に
鑑
み
る
と
改
善
を
求
め
る
必
要
性
が

一
定
程
度
あ
る
と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
本
請

願
は
採
択
し
、
関
係
各
所
に
対
し
て
意
見
書

を
提
出
す
る
こ
と
で
決
し
ま
し
た
。

6令和７年６月定例会

請
願
第
10
号

「
消
費
税
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
中
止
を
求

め
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て
の
請
願
」

　
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
小
規
模
事
業
者
や
個

人
事
業
者
を
中
心
に
大
き
な
負
担
と
な
っ
て

い
る
実
態
が
明
ら
か
に
な
り
、
こ
の
制
度
が

地
域
経
済
の
健
全
な
循
環
を
妨
げ
て
い
る
可

能
性
も
感
じ
ら
れ
、
地
域
全
体
の
活
力
低
下

に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
と
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
公
正
な
課
税
を
目
的
に
導
入

さ
れ
た
制
度
で
は
あ
り
ま
す
が
、
昨
今
の
物

価
や
人
件
費
の
高
騰
な
ど
に
加
え
、
制
度
が

非
常
に
複
雑
で
あ
る
た
め
の
新
た
な
事
務
負

担
、
税
負
担
や
免
税
事
業
者
の
排
除
な
ど
が

事
業
者
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、

地
域
経
済
を
支
え
る
事
業
者
の
た
め
、
制
度

の
廃
止
や
抜
本
的
な
見
直
し
が
必
要
で
あ
る

と
し
て
請
願
は
採
択
し
、
関
係
各
所
に
対
し

て
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
で
決
し
ま
し

た
。

請
願
第
15
号

「
消
費
税
率
５
％
以
下
へ
の
引
下
げ
を
求

め
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て
の
請
願
」

　
コ
ロ
ナ
禍
以
降
、
原
油
高
や
円
安
に
よ
る

物
価
高
騰
が
続
き
、国
の
支
援
策
も
あ
る
が
、

市
民
生
活
の
困
難
は
続
い
て
い
ま
す
。
特
に

低
所
得
者
層
、
子
育
て
世
代
や
高
齢
者
に

と
っ
て
毎
日
の
買
物
が
不
安
材
料
と
な
っ
て

い
る
こ
と
、
消
費
税
は
そ
の
性
質
上
、
所
得

に
関
係
な
く
一
律
に
か
か
る
税
で
あ
り
、
生

活
困
窮
者
層
に
大
き
な
負
担
を
与
え
て
い
る

こ
と
、
消
費
税
の
減
税
は
実
効
性
の
あ
る
生

活
支
援
策
で
あ
り
、
個
人
消
費
の
刺
激
策
と

し
て
も
経
済
の
下
支
え
に
つ
な
が
る
と
考
え

ら
れ
る
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
、
請
願
は
採

択
し
関
係
各
所
に
対
し
て
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
で
決
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
物
価
高
騰
等
で
市
民
生
活
が
厳
し

く
な
っ
た
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
が
、
消
費

税
は
年
金
、
医
療
、
介
護
と
い
っ
た
社
会
保

障
を
支
え
る
重
要
な
財
源
で
あ
り
、
こ
れ
を

大
幅
に
減
ら
す
こ
と
は
将
来
の
福
祉
の
切
捨

て
に
つ
な
が
り
か
ね
ず
、
必
要
な
の
は
、
困

窮
世
帯
へ
の
的
確
な
支
援
策
や
物
価
対
策
で

あ
り
、
安
易
な
減
税
で
は
な
い
と
い
う
観
点

か
ら
、
不
採
択
と
す
べ
き
と
の
意
見
も
あ
り

ま
し
た
。教

育
厚
生
常
任
委
員
会

教
育
厚
生
常
任
委
員
会

請
願
第
11
号

「
新
医
療
セ
ン
タ
ー
整
備
に
つ
い
て
抜
本

的
な
見
直
し
を
求
め
る
請
願
」

　
本
請
願
は
、
医
師
確
保
の
見
通
し
が
不
透

明
で
あ
り
、
医
療
資
源
を
適
切
に
集
約
す
る

こ
と
、
見
込
み
で
は
な
く
現
在
の
医
療
資
源

で
の
収
支
計
画
に
す
る
こ
と
、
住
民
合
意
が

不
十
分
で
あ
る
こ
と
に
触
れ
、
新
医
療
セ
ン

タ
ー
整
備
基
本
計
画
の
抜
本
的
見
直
し
を
求

め
る
も
の
で
し
た
。

　
討
論
で
は
、
本
請
願
に
賛
成
す
る
委
員
か

ら
は
、
計
画
の
白
紙
撤
回
を
求
め
る
内
容
で

は
な
い
の
で
、
収
支
計
画
に
問
題
が
あ
る
ま

ま
進
め
る
の
で
は
な
く
、
柔
軟
な
計
画
に
な

る
よ
う
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
地
域

の
医
療
現
場
か
ら
の
声
に
耳
を
傾
け
る
必
要

が
あ
る
点
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
、
反
対
す
る
委
員
か
ら
は
、
現
状
の

総
合
水
沢
病
院
の
老
朽
化
や
耐
震
性
の
問
題

を
解
決
す
る
た
め
に
新
医
療
セ
ン
タ
ー
が
必

要
で
あ
る
こ
と
や
、
２
０
４
０
年
問
題
を
見

据
え
て
、
地
域
医
療
を
維
持
す
る
た
め
に
は

新
た
な
施
設
が
必
要
で
あ
り
、
県
立
病
院
や

民
間
医
療
機
関
と
の
連
携
強
化
が
重
要
で
あ

る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
採
決
の
結
果
、
可
否
同
数
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
委
員
長
裁
決
と
な
り
、
当
該
裁
決
に
お

い
て
は
、
耐
震
性
能
に
問
題
が
あ
り
老
朽
化

し
た
現
在
の
総
合
水
沢
病
院
の
環
境
に
触

れ
、
新
医
療
セ
ン
タ
ー
の
建
設
は
こ
の
問
題

を
早
急
に
解
決
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
と

の
観
点
か
ら
、
当
委
員
会
と
し
て
本
請
願
は

不
採
択
と
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

請
願
第
12
号

「
新
医
療
セ
ン
タ
ー
整
備
基
本
計
画
の
見

直
し
を
求
め
る
請
願
」

総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

請請
願願
審審
査査

　
令
和
７
年
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
、
７
件
の
請
願
が
審
議
さ
れ

ま
し
た
。
全
て
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
各
常
任
委

員
会
に
お
け
る
審
議
の
様
子
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
総

務
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
請
願
第
10
号
は
、
第
１
回
定
例
会
総

務
常
任
委
員
会
に
お
い
て
、
継
続
審
議
と
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。

地域医療を支える水沢病院



8令和７年６月定例会

質問議員 令和7年6月 定例会

阿部加代子／公明党 8P
中西　秀俊／奥和会 8P
高橋　　浩／奥和会 9P
佐々木友美子／奥州みらい 9P
菅原　　明／日本共産党 9P
飯坂　一也／公明党 10P
佐藤　美雪／日本共産党 10P
門脇　芳裕／奥和会 10P
小野　　優／新奥会 11P
菅野　　至／奥州みらい 11P
高橋　　晋／新奥会 11P

千葉　　敦／日本共産党 12P
宍戸　直美／奥州ノート 12P
及川　　佐／奥州みらい 12P
瀨川　貞清／日本共産党 13P
廣野　富男／奥州みらい 13P
千葉　康弘／奥州みらい 13P
小野寺　重／奥州みらい 14P
佐藤　正典／奥州ノート 14P
及川　春樹／新奥会 15P
今野　裕文／日本共産党 15P

今定例会の一般質問は、
21 人の議員が登壇しま
した。質問、答弁の要旨
を掲載します。（文責は
質問議員）

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
助
成
は

質
問

妊
婦
が
接
種
す
る
こ
と
で
︐
新
生
児
に
抗
体

が
移
行
さ
れ
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
に
か
か
り
に
く
く
な
り
、

重
症
化
を
予
防
で
き
る
。
ま
た
高
齢
者
も
予
防
が
必

要
で
あ
る
。
助
成
の
実
施
予
定
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

国
の
動
向
を
注
視
し
、
先
進
地
等
を
参
考
に

あ
わ
せ
て
検
討
す
る
。

５※
１

歳
児
健
診
の
取
り
組
み
状
況
は

質
問

国
は
、
令
和
10
年
度
ま
で
に
全
市
町
村
で
の

実
施
を
目
指
し
て
い
る
。
当
市
の
取
組
状
況
を
伺
う
。

市
長

小
児
科
医
が
不
足
し
て
い
る
現
状
が
あ
る
。

健
診
方
針
、
体
制
に
つ
い
て
検
討
を
す
る
。

災
害
時
の
ペ
ッ
ト
の
同
行
避
難
へ
の
考
え
は

質
問

市
内
に
は
、
大
規
模
災
害
時
に
ペ
ッ
ト
と
同

行
避
難
で
き
る
避
難
所
が
無
い
。
国
と
県
で
は
、
災

害
時
は
ペ
ッ
ト
と
の
同
行
避
難
を
推
奨
し
て
い
る
が
。

市
長

ペ
ッ
ト
と
の
同
行
避
難
は
、
本
年
度
中
に
基

本
方
針
を
、
来
年
度
は
設
置
訓
練
を
行
う
よ
う
に
、

先
進
地
の

事
例
を
参

考
に
検
討

す
る
。

江
刺
工
業
団
地
の
渋
滞
緩
和
策
を

質
問

経
済
の
持
続
発
展
に
関
わ
る
課
題
の
現
在
の

道
路
４
車
線
化
を
、
早
期
に
実
現
す
る
よ
う
期
待
す

る
。

市
長

４
車
線
化
に
よ
る
、
利
便
性
や
経
済
性
等
を

評
価
し
た
結
果
、
渋
滞
緩
和
に
効
果
が
あ
る
と
い
う

評
価
と
な
っ
た
。
本
年
度
中
に
詳
細
設
計
を
進
め
、

債
務
負
担
行
為
を
活
用
し
た
前
倒
し
等
で
、
早
期
着

工
、
完
成
を
目
指
し
た
い
。

地
域
防
災
力
の
質
的
向
上
は

質
問

梁
川
東
沢
目
地
内
３
部
消
防
屯
所
は
、
地
域

住
民
の
理
解
の
も
と
に
喜
ば
れ
る
施
設
整
備
を
。

市
長

早
急
な
対
応
が
必
要
な
施
設
と
し
て
、
計
画

ど
お
り
優
先
的
に
整
備
を
進
め
る
。
施
設
の
在
り
方

に
つ
い
て
は
、
消
防
団
の
み
で
は
な
く
、
地
域
も
巻

き
込
ん
で
協
議
し
て
い
く
。

（
こ
の
他
に
、
江
刺
田
瀬
Ｉ
Ｃ
周
辺
へ
の
休
憩
施
設

整
備
に
つ
い
て
質
問
）

※ 1  ５歳児健診
５歳は社会性が高まり、発達障害が認知されやすい時期であること等を踏まえ、
乳幼児の発育・発達や健康の維持・増進、疾病の予防、悩みを抱える保護者等
の早期発見や支援、児童虐待の予防・早期発見等の観点から、実施する自治体
が全国に広がり始めている。

用
語
解
説
？？

キジロクくん

阿あ

べ部
加か

よ

こ

代
子
議
員

公
明
党

中な
か
に
し西

秀ひ
で
と
し俊

議
員

奥
和
会

大切なペットと同行避
難可能な体制整備を

ミーの鉄瓶でも
防災力アップだビン！



9 おうしゅう市議会だより

二次元コードにスマー
トフォンをかざすと、
質問・答弁の動画を
見ることができます。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
の
考
え
は

質 

問

市
内
公
共
施
設
や
小
中
学
校
へ
の
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
に
よ
る
、
防
犯
対
策
と
危
機
管
理
に
つ
い
て

伺
う
。

市 

長

必
要
性
は
認
識
し
て
お
り
、
現
在
本
庁
舎
の

一
部
に
設
置
し
て
い
る
が
、
今
後
必
要
性
や
効
果
を

検
証
し
つ
つ
設
置
を
検
討
し
て
い
く
。

教
育
長

市
内
５
校
に
は
設
置
し
て
い
る
が
、
未
設

置
校
へ
の
早
急
な
設
置
を
検
討
し
て
い
く
。

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
は

質 

問

林
業
法
人
の
把
握
と
譲
与
税
を
活
用
し
た
経

営
支
援
及
び
、
そ
の
他
活
用
に
つ
い
て
伺
う
。

市 

長

法
人
の
管
轄
は
県
の
た
め
、
把
握
は
難
し
い

が
、
情
報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

　
譲
与
税
の
趣
旨
か
ら
、
経
営
支
援
は
難
し
い
が
、

公
共
施
設
等
の
木
材

使
用
に
は
活
用
し
て

お
り
、
水
沢
中
学
校

建
て
替
え
や
、
公
園

の
手
摺
等
に
は
使
用

し
て
い
る
。
旧
伊
手

小
学
校
ウ
ッ
ド
デ
ッ

キ
補
修
に
も
使
用
可

能
と
認
識
し
て
い
る
。

買
い
物
困
難
者
へ
の
支
援
を

質 

問

運
転
免
許
証
を
返
納
さ
れ
た
高
齢
者
は
、
完

全
に
買
い
物
困
難
者
に
な
っ
て
い
る
。
当
市
の
現
状

と
今
後
の
支
援
策
を
伺
う
。

市 

長

買
い
物
支
援
の
ニ
ー
ズ
は
増
々
高
ま
る
も
の

と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
も
官
民
が
連
携
し
て
地
域

の
困
り
ご
と
や
、
課
題
解
決
が
図
ら
れ
る
よ
う
伴
走

支
援
を
進
め
て
い
く
。

衣
川
地
域
に
防
災
無
線
の
復
活
を
　

質 

問

衣
川
地
域
に
33
年
間
設
置
さ
れ
て
き
た
防
災

無
線
が
、
法
律
改
正
で
放
送
で
き
な
く
な
っ
た
。
市

民
か
ら
行
政
広
報
、
時
報
チ
ャ
イ
ム
、
農
林
情
報
お

よ
び
河
川
情
報
シ
ス
テ
ム
を
備
え
た
防
災
体
制
が
要

望
さ
れ
て
い
る
。
強
化
策
に
つ
い
て
伺
う
。

市 

長

市
町
村
合
併
後
に
市
全
域
へ
の
導
入
を
検
討

し
た
が
、
広
域
を
カ
バ
ー
す
る
に
は
多
数
の
設
備
が

必
要
な
こ
と
や
、
気
象
条
件
に
よ
っ
て
聞
き
取
り
に

く
い
場
合
が
あ
る
こ
と
な
ど
課
題
が
あ
る
た
め
、
費

用
対
効
果
を
考
慮
し
見
送
る
と
い
う
判
断
を
し
た
。

よ
り
効
果
的
な

防
災
情
報
等
の

周
知
の
方
法
に

つ
い
て
研
究
し

て
い
き
た
い
。

カ※
２

リ
キ
ュ
ラ
ム
・
オ
ー
バ
ー
ロ
ー
ド
の
改
善
は

質 

問

現
行
の
国
の
教
育
課
程
基
準
に
お
け
る
授
業

時
数
及
び
学
習
内
容
の
多
さ
が
課
題
と
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
改
善
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長

以
前
に
比
べ
標
準
授
業
時
数
を
大
幅
に
超

え
る
学
校
は
減
少
し
て
い
る
。
今
後
と
も
週
当
た
り

の
授
業
時
数
の
適
正
化
や
指
導
の
重
点
化
、
行
事
な

ど
の
精
選
等
、
教
育
課
程
の
改
善
を
各
学
校
に
指
導

し
て
い
く
。

ひ
き
こ
も
り
等
支
援
の
取
り
組
み
は

質 

問

ひ
き
こ
も
り
等
支
援
施
設
の
運
営
状
況
や
課

題
、
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
に
お
け
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

市 

長

「
ワ
ラ
タ
ネ
ス
ク
エ
ア
奥
州
」
と
「
ほ
っ
と
・

ひ
ろ
ば
」
を
開
設
し
て
お
り
、
運
営
方
法
や
課
題
は

異
な
っ
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
も
長
期
的
な
視
点
で
の

支
援
が
必
要
で
あ
る
。
関
係
機
関
と
の
連
携
促
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、「
ひ
き
こ
も
り
支
援
会
議
」

を
定
期
的
に
開

催
し
、
情
報
交

換
・
課
題
の
共

有
・
支
援
策
の

検
討
を
行
っ
て

い
く
。

※ 2  カリキュラム・オーバーロード
学校における教育・学習内容が質及び量ともに過剰又は過密となることで、児
童生徒や教員に過度な物理的・精神的な負担がかかっている状態のこと。

用
語
解
説
？？

高た
か
は
し橋 

浩ひ
ろ
し 

議
員

奥
和
会

佐さ

さ

き

々
木 

友ゆ

み

こ

美
子 

議
員

奥
州
み
ら
い

菅す
が
わ
ら原 

明あ
き
ら 

議
員

日
本
共
産
党

修繕が必要な旧伊手小学校のウッドデッキ

週３回開設のワラタネスクエ
ア奥州

衣川地域に設置されて
きた防災無線
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と
い
う

評
価
と
な
っ
た
。
本
年
度
中
に
詳
細
設
計
を
進
め
、

債
務
負
担
行
為
を
活
用
し
た
前
倒
し
等
で
、
早
期
着

工
、
完
成
を
目
指
し
た
い
。

地
域
防
災
力
の
質
的
向
上
は

質
問

梁
川
東
沢
目
地
内
３
部
消
防
屯
所
は
、
地
域

住
民
の
理
解
の
も
と
に
喜
ば
れ
る
施
設
整
備
を
。

市
長

早
急
な
対
応
が
必
要
な
施
設
と
し
て
、
計
画

ど
お
り
優
先
的
に
整
備
を
進
め
る
。
施
設
の
在
り
方

に
つ
い
て
は
、
消
防
団
の
み
で
は
な
く
、
地
域
も
巻

き
込
ん
で
協
議
し
て
い
く
。

（
こ
の
他
に
、
江
刺
田
瀬
Ｉ
Ｃ
周
辺
へ
の
休
憩
施
設

整
備
に
つ
い
て
質
問
）

※ 1  ５歳児健診
５歳は社会性が高まり、発達障害が認知されやすい時期であること等を踏まえ、
乳幼児の発育・発達や健康の維持・増進、疾病の予防、悩みを抱える保護者等
の早期発見や支援、児童虐待の予防・早期発見等の観点から、実施する自治体
が全国に広がり始めている。

用
語
解
説
？？

キジロクくん

阿あ

べ部
加か

よ

こ

代
子
議
員

公
明
党

中な
か
に
し西

秀ひ
で
と
し俊

議
員

奥
和
会

大切なペットと同行避
難可能な体制整備を

ミーの鉄瓶でも
防災力アップだビン！
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※ 3  産業支援コーディネーター
市内の中小企業を総合的に支援し、地域産業の活性化を図るため、中小企業の
振興に関する助言及び指導並びに情報の収集及び提供等を職務とする市職員の
こと。

門か
ど
わ
き脇 

芳よ
し
ひ
ろ裕 

議
員

奥
和
会

飯い
い
ざ
か坂 

一か

ず

や也 

議
員

公
明
党

佐さ

と

う藤 

美み

ゆ

き雪 

議
員

日
本
共
産
党

用
語
解
説
？？

医
療
崩
壊
の
危
機
の
中
で
市
が
果
た
す
役
割
は

質 

問

日
本
病
院
会
な
ど
６
つ
の
病
院
団
体
と
日
本

医
師
会
が
共
同
声
明
を
発
表
し
、
全
国
で
医
業
本
体

が
赤
字
の
病
院
は
７
割
に
の
ぼ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

地
域
医
療
崩
壊
の
危
機
の
中
で
市
立
医
療
施
設
が
果

た
す
役
割
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺

う
。

市 

長

全
国
的
に
病
院
経
営
が
極
め
て
厳
し
い
状
況

に
あ
る
他
、
政
党
間
で
病
床
削
減
の
合
意
が
さ
れ
た

こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
医
療
体
制
の
先
行
き
が
不

透
明
さ
を
増
し
て
い
る
中
、
市
民
が
必
要
な
医
療
を

受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
事
態
は
許
さ
れ
な
い
。
市
立

医
療
施
設
の
役
割
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
の
認
識

か
ら
も
新
医
療
セ
ン
タ
ー
整
備
計
画
を
進
め
て
い
く
。

質 

問

総
合
水
沢
病
院
に
お
い
て
民
間
ク
リ
ニ
ッ
ク

医
師
が
執
刀
し
、
整
形
外
科
手
術
が
行
わ
れ
た
と
の

こ
と
だ
が
、
実
績
と
そ
の
他
の
連
携
状
況
に
つ
い
て

伺
う
。

病
院
事
業
管
理
者

実
績

は
令
和
６
年
度
、
28
件
。

バ
ッ
ク
ベ
ッ
ド
の
提
供

や
前
沢
診
療
所
に
お
い

て
Ｃ
Ｔ
検
査
や
骨
密
度

検
査
の
受
託
を
行
っ
て

い
る
。

中
学
校
の
部
活
動
の
対
応
は

質 

問

既
存
の
施
設
で
使
用
で
き
な
い
種
目
は
。

市 

長

体
育
施
設
で
は
フ
ッ
ト
サ
ル
な
ど
施
設
損
傷

の
恐
れ
が
あ
る
競
技
な
ど
他
の
利
用
者
に
影
響
を
及

ぼ
す
場
合
な
ど
は
利
用
の
制
限
ま
た
は
条
件
を
付
し

た
上
で
の
利
用
と
し
て
い
る
。

質 

問

今
後
の
部
活
動
改
革
の
進
み
方
は
。

教
育
長

「
部
活
動
の
在
り
方
検
討
委
員
会
」で
様
々

な
検
討
を
行
っ
た
。
ま
た
、
今
年
度
よ
り
地
域
部
活

動
を
「
学
校
部
活
動
に
準
ず
る
団
体
」
と
し
て
、
地

域
ク
ラ
ブ
活
動
制
度
へ
登
録
す
る
仕
組
み
を
推
進
す

る
。
最
終
的
に
は
教
育
委
員
会
が
承
認
す
る
形
と
な

り
「
部
活
動
に
準
ず
る
団
体
」
で
あ
る
事
を
明
確
に

す
る
と
と
も
に
、
各
施
設
側
が
混
乱
し
な
い
よ
う
に

周
知
す
る
。

今
後
の
小
山
東
幼
稚
園
の
在
り
方
は

質 

問

今
後
の
小
山
東
幼
稚
園
の
在
り
方
は
。

市 

長

保
護
者
の

意
向
を
確
認
し
地

元
の
意
見
を
聞
き
、

教
育
委
員
会
と
協

議
を
進
め
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
見
直
し

に
反
映
し
た
い
。

中
小
企
業
に
対
す
る
伴
走
型
支
援
の
強
化
を

質 

問

中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
が
激
し

く
、
今
後
に
お
い
て
は
伴
走
型
支
援
の
さ
ら
な
る
拡

充
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市 

長

２
名
の
産※
３
業
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
対

応
し
て
い
る
。
必
要
に
応
じ
て
専
門
機
関
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

質 

問

中
小
企
業
に
お
け
る
脱
炭
素
の
取
組
へ
の
具

体
的
な
推
進
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市 

長

国
等
の
支
援
策
を
情
報
提
供
す
る
他
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す
る
な
ど
、
機
運
の
醸
成
に
努

め
て
い
る
。

平
和
学
習
の
推
進
を

質 

問

世
界
情
勢
が
不
安
定
に
な
っ
て
き
て
い
る
と

言
わ
れ
る
。
平
和
学
習
を
改
め
て
見
直
し
て
い
く
考

え
が
あ
る
か
伺
う
。

教
育
長

平
和
学
習
に
関
連
す
る
教
材
と
関
連
さ
せ

な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
平
和
の
意
味
を
考
え
る
力

を
育
て
て

い
き
た
い
。

平和学習のため、さらなる活
用を。斎藤實記念館

求められる民間クリニックとの連携強化

園児数の減少が続く小山東幼稚
園



11 おうしゅう市議会だより

二次元コードにスマー
トフォンをかざすと、
質問・答弁の動画を
見ることができます。

江
刺
に
文
化
交
流
機
能
を
備
え
た
複
合
施
設
整
備
を

質
問

江
刺
市
街
地
エ
リ
ア
開
発
整
備
構
想
の
進
捗

状
況
及
び
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

官
民
連
携
に
よ
る
開
発
を
基
本
と
し
、
施
設

整
備
計
画
の
検
討
、
概
算
事
業
費
の
算
定
、
関
係
者

へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
事
業
方
式
の
検
討
を
行
い
、
Ｐ

Ｐ
Ｐ
／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
導
入
可
能
性
調
査
も
実
施
す
る
。

市
の
情
報
発
信
に
お
け
る
全
庁
的
な
統
一
ル
ー
ル
は

質
問

市
職
員
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
対
す

る
積
極
的
な
展
開
に
は
、
一
定
の
成
果
を
評
価
す
る
。

し
か
し
、新
医
療
セ
ン
タ
ー
の
Ｑ
＆
Ａ
動
画
へ
の﹁※
４お

う
し
ゅ
う
た
ろ
う
﹂
の
使
用
は
、
政
策
的
に
中
立
性

や
慎
重
さ
が
求
め
ら
れ
る
と
思
う
が
、
考
え
に
つ
い

て
伺
う
。

市
長

意
見
に
つ
い
て
は
真
摯
に
受
け
止
め
、
今
後

の
使
い
方
に
つ
い
て
対
応
を
考
え
て
い
き
た
い
。

奥
州
市
の
文
化
財
の
現
状
と
今
後
の
在
り
方
は

質
問

市
内
の
文
化
財
に
つ
い
て
、
永
続
的
な
保
護

と
、
人
の
目
に
触
れ
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
が
、
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
の
作
成
状

況
や
、
地
域
振
興
へ
の
可
能
性
も
踏
ま
え
、
市
内
文

化
財
の
現
状
と
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

地
域
振
興
や
奥
州
市
の
Ｐ
Ｒ
に
お
け
る
文
化

財
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
そ
の
情
報
を
市
外
へ
発

信
す
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
以
降
に
地
方
移
住
な

ど
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
市

内
の
歴
史
的
資
源
を
確
実
に
保
存
活
用
し
、
関
係
人

口
や
二
地
域
居
住
へ
の
拡
大
の
効
果
が
期
待
さ
れ
る

と
考
え
て
い
る
。

教
育
長

市
内
に
は
多
く
の
文
化
財
が
存
在
し
て
お

り
、
近
年
未
指
定
の
文
化
財
も
保
存
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
た
め
、
そ
の
所
在
把
握
に
努
め
て
い
る
が
、

そ
の
一
部
は
十
分
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
状
況
に
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
文
化

財
保
存
活
用
地
域
計
画
を
作
成
中
だ
が
、
そ
の
中
で

は
、
官
民
問
わ
ず
、
地
域
総
が
か
り
で
文
化
財
を
保

存
活
用
し
て

い
く
方
法
を

検
討
し
記
載

し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

※ 4  おうしゅうたろうの使い方
おうしゅうたろうのイラストデータを使用する際には特定の場合を除いて申請
が必要になる。使用する際は「奥州市公式マスコットキャラクター使用取扱要
領」の確認が必要。

用
語
解
説
？？

菅か

ん

の野
至い

た
る

議
員

奥
州
み
ら
い

高た
か
は
し橋

晋す
す
む

議
員

新
奥
会

小お

の野
優ゆ

た
か

議
員

新
奥
会

事
業
者
と
の
Ｄ
Ｘ
の
進
捗
状
況
は

質
問

企
業
Ｄ
Ｘ
支
援
や
入
札
・
請
求
関
連
の
電
子

化
の
状
況
は
。

市
長

企
業
Ｄ
Ｘ
支
援
に
つ
い
て
は
現
場
の
声
を
更

に
反
映
し
て
第
４
版
で
内
容
を
改
め
た
。
入
札
関
連

の
電
子
化
は
費
用
対
効
果
を
見
極
め
な
が
ら
、
事
業

者
と
情
報
交
換
し
て
い
く
。
請
求
関
連
は
シ
ス
テ
ム

の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
や
更
新
状
況
を
み
な
が
ら
進
め
て

い
く
。

次
期
総
合
計
画
策
定
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か

質
問

次
期
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
て
、
総
合
戦

略
や
奥
州
市
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
の
整
理
を
ど
う
考
え
て

い
く
の
か
。
ま
た
、
考
え
方
や
指
標
な
ど
、
市
民
に

と
っ
て
わ
か
り
や
す
く
組
み
立
て
て
い
っ
て
ほ
し
い

が
、
考
え
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

指
摘
は
そ
の
と
お
り
で
あ
り
、
総
合
戦
略
と

の
一
体
感
や
奥
州
市
版
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
意
識
し
、
わ
か

り
や
す
い
総

合
計
画
を

作
っ
て
い
く
。

現在の第２期総合計画は令和８年
度まで

教育委員会が発行した
「奥州市の文化財」

ぼくはみんなのアイドル！
使い方は気をつけるビン！

10令和７年６月定例会

※ 3  産業支援コーディネーター
市内の中小企業を総合的に支援し、地域産業の活性化を図るため、中小企業の
振興に関する助言及び指導並びに情報の収集及び提供等を職務とする市職員の
こと。

門か
ど
わ
き脇 

芳よ
し
ひ
ろ裕 

議
員

奥
和
会

飯い
い
ざ
か坂 

一か

ず

や也 

議
員

公
明
党

佐さ

と

う藤 

美み

ゆ

き雪 

議
員

日
本
共
産
党

用
語
解
説
？？

医
療
崩
壊
の
危
機
の
中
で
市
が
果
た
す
役
割
は

質 

問

日
本
病
院
会
な
ど
６
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全
国
で
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体

が
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の
病
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こ
と
が
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。
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域
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機
の
中
で
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が
果

た
す
役
割
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺

う
。
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全
国
的
に
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が
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し
い
状
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に
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る
他
、
政
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間
で
病
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が
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と
は
承
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体
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先
行
き
が
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中
、
市
民
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な
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を

受
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ら
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な
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と
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は
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れ
な
い
。
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重
要
に
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と
の
認
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、
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と
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度
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件
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な
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は
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で
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用
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今
後
の
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動
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は
。
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長
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活
動
の
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方
検
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」で
様
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な
検
討
を
行
っ
た
。
ま
た
、
今
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度
よ
り
地
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部
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動
を
「
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動
に
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る
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体
」
と
し
て
、
地

域
ク
ラ
ブ
活
動
制
度
へ
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す
る
仕
組
み
を
推
進
す

る
。
最
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的
に
は
教
育
委
員
会
が
承
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す
る
形
と
な

り
「
部
活
動
に
準
ず
る
団
体
」
で
あ
る
事
を
明
確
に

す
る
と
と
も
に
、
各
施
設
側
が
混
乱
し
な
い
よ
う
に

周
知
す
る
。

今
後
の
小
山
東
幼
稚
園
の
在
り
方
は

質 

問

今
後
の
小
山
東
幼
稚
園
の
在
り
方
は
。

市 

長

保
護
者
の

意
向
を
確
認
し
地

元
の
意
見
を
聞
き
、

教
育
委
員
会
と
協

議
を
進
め
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
見
直
し

に
反
映
し
た
い
。

中
小
企
業
に
対
す
る
伴
走
型
支
援
の
強
化
を

質 

問

中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
が
激
し

く
、
今
後
に
お
い
て
は
伴
走
型
支
援
の
さ
ら
な
る
拡

充
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市 

長

２
名
の
産※
３
業
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
対

応
し
て
い
る
。
必
要
に
応
じ
て
専
門
機
関
に
つ
な
げ

て
い
き
た
い
。

質 

問

中
小
企
業
に
お
け
る
脱
炭
素
の
取
組
へ
の
具

体
的
な
推
進
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市 

長

国
等
の
支
援
策
を
情
報
提
供
す
る
他
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す
る
な
ど
、
機
運
の
醸
成
に
努

め
て
い
る
。

平
和
学
習
の
推
進
を

質 

問

世
界
情
勢
が
不
安
定
に
な
っ
て
き
て
い
る
と

言
わ
れ
る
。
平
和
学
習
を
改
め
て
見
直
し
て
い
く
考

え
が
あ
る
か
伺
う
。

教
育
長

平
和
学
習
に
関
連
す
る
教
材
と
関
連
さ
せ

な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
平
和
の
意
味
を
考
え
る
力

を
育
て
て

い
き
た
い
。

平和学習のため、さらなる活
用を。斎藤實記念館

求められる民間クリニックとの連携強化

園児数の減少が続く小山東幼稚
園
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新
医
療
セ
ン
タ
ー
整
備
計
画
に
市
民
の
声
を

質 

問

市
民
負
担
や
経
営
の
持
続
可
能
性
に
対
す
る

不
安
が
残
る
。
市
民
合
意
の
在
り
方
や
医
師
確
保
、

財
源
の
見
通
し
な
ど
整
備
計
画
の
実
現
性
は
。

市 

長

市
民
説
明
会
で
の
意
見
を
踏
ま
え
た
大
幅
な

修
正
は
不
要
と
判
断
。
建
設
候
補
地
の
変
更
予
定
も

な
い
。
医
師
確
保
は
東
北
医
科
薬
科
大
学
と
の
協
定

を
進
め
、
財
源
は
病
院
事
業
債
や
基
金
等
を
活
用
す

る
。未

来
投
資
と
生
活
基
盤
財
源
配
分
の
在
り
方
は

質 

問

人
口
減
少
や
物
価
高
騰
が
進
む
中
、
将
来
の

財
政
負
担
へ
の
懸
念
が
心
配
さ
れ
る
。
公
共
施
設
や

上
下
水
道
な
ど
生
活
基
盤
整
備
と
未
来
投
資
の
財
源

配
分
は
。

市 

長

生
活
基
盤
整
備
に
は
優
先
順
位
を
設
け
、
有

利
な
財
源
を
活
用

し
て
対
応
。
未
来

投
資
は
基
金
の
上

振
れ
分
を
活
用
し
、

実
現
性
を
踏
ま
え

て
推
進
。
効
果
の

見
え
る
化
も
行
い
、

丁
寧
な
情
報
発
信

を
し
て
い
く
。

行
政
と
し
て
戦
後
80
年
の
取
り
組
み
を
拡
大
せ
よ

質 

問

市
と
し
て
非※
５
核
平
和
都
市
宣
言
を
行
っ
て
お

り
、
戦
後
80
年
の
今
年
、
行
政
の
取
り
組
み
は
。

市 

長

特
別
な
取
り
組
み
は
考
え
て
い
な
い
が
従
来

か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
戦
没
者
慰
霊
祭
等
を
行
っ
て

い
く
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
効
果
・
目
標
の
明
確
化
を

質 

問

新
医
療
セ
ン
タ
ー
に
は
病
院
と
併
設
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
設
が
あ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
に
は

25
・
８
億
円
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
新
た
な

公
共
施
設
と
し
て
明
確
な
効
果
や
目
標
を
定
め
る
べ

き
で
は
。

市 

長

新
医
療
セ
ン
タ
ー
建
設
を
着
実
に
進
め
な
が

ら
意
見
を
い
た
だ
き
検
討
す

る
。

質 

問

令
和
６
年
度
総
合
水

沢
病
院
は
、
経
営
強
化
プ
ラ

ン
の
収
益
目
標
を
下
回
っ
て

お
り
赤
字
拡
大
に
繋
が
る
の

で
は
。

市 

長

昨
年
度
に
比
べ
入
院

患
者
数
等
の
増
加
が
あ
り
、

改
善
す
る
た
め
の
努
力
を
し

て
い
く
。

※ 5  非核平和都市宣言
奥州市としては平成 19年３月に「非核平和都市」であることを宣言している。
非核三原則が遵守され、また全ての国のあらゆる核兵器の廃絶と軍縮が推進さ
れることを強く願うもの。

用
語
解
説
？？

千ち

ば葉 

敦あ
つ
し 

議
員

日
本
共
産
党

宍し

し

ど戸 

直な

お

み美 

議
員

奥
州
ノ
ー
ト

及お
い
か
わ川 

佐た
す
く 

議
員

奥
州
み
ら
い

物
価
高
騰
に
苦
し
む
中
小
業
者
へ
の
さ
ら
な
る
支
援
は

質 

問

新
た
な
国
の
交
付
金
を
使
っ
て
、
物
価
高
騰

に
苦
し
む
中
小
業
者
へ
の
支
援
や
岩
手
県
の
賃
上
げ

支
援
金
へ
の
上
乗
せ
支
援
を
行
う
べ
き
で
は
。

市 

長

こ
れ
ま
で
の
実
施
事
業
の
成
果
や
地
域
経
済

の
状
況
の
見
通
し
を
勘
案
し
、
必
要
な
分
野
に
よ
り

効
果
の
高
い
施
策
を
検
討
し
て
い
く
。

前
沢
牛
の
知
名
度
を
さ
ら
に
上
げ
る
に
は

質 

問

前
沢
牛
の
銘
柄
統
一
で
、
出
荷
頭
数
が
増
え

評
価
が
高
ま
っ
て
い
る
。
松
坂
牛
や
神
戸
牛
等
、
他

の
有
名
産
地
と
比
べ
、
知
名
度
は
ま
だ
ま
だ
低
い
と

思
う
が
、
対
応
は
ど
う
か
。

市 

長

県
の
新し

ん

種し
ゅ

雄ゆ
う

牛ぎ
ゅ
う「

菊
美
翔
平
」
の
評
価
が
高

ま
っ
て
い
る
。
こ
の
点
も
考
慮
し
て
、
前
沢
牛
に
つ

い
て
、市
は
前
沢
牛
協
会
を
通
し
て
、プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
企
画
等
を
Ｊ
Ａ

も
含
め
て
協
議
し

て
い
き
た
い
。

知名度向上を目指すべき

人口減少と将来負担の不安

コミュニティ施設部分の建設費は25.8 億円
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二次元コードにスマー
トフォンをかざすと、
質問・答弁の動画を
見ることができます。

ｉ

－

サ
ポ
奥
州

Ｐ※
６

Ｆ
Ａ
Ｓ
に
よ
る
環
境
汚
染
に
つ
い
て
伺
う

質 

問

発
が
ん
性
物
質
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
（
ピ
ー
フ
ァ
ス
＝
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
）
に
よ
る

環
境
汚
染
が
全
国
の
河
川
・
地
下
水
に
広
が
り
、
水

道
水
や
住
民
の
血
液
か
ら
も
高
い
濃
度
で
検
出
さ
れ

る
な
ど
、
国
民
の
不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
奥
州
市
の
汚
染
調
査
の
現
状
と
半
導
体
関
連
企
業

に
よ
る
使
用
・
管
理
の
実
態
に
つ
い
て
伺
う
。

市 

長

国
が
行
う
公
共
用
水
で
の
調
査
で
は
暫
定
指

針
値
を
超
え
る
報
告
は
な
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

市
と
し
て
の
調
査
は
し
て
い
な
い
。
個
別
企
業
の
状

況
は
把
握
し
て
い
な
い
。
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

（
こ
の
他
に
、
国
保
税
の
諸
課
題
に
つ
い
て
も
質
問
）

公
共
施
設
の
ト
イ
レ
洋
式
化
を

質 

問

ト
イ
レ
の
洋
式
化
、
避
難
所
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
対
応
ト
イ
レ
に
つ
い
て
伺
う
。

教
育
長

幼
稚
園
、小
中
学
校
の
洋
式
化
率
58
・
３
％

国
の
補
助
金
を
活
用
し
、
令
和
11
年
度
ま
で
に
全
小

中
学
校
の
校
舎
の
ト
イ
レ
洋
式
化
を
進
め
た
い
。

市 

長

避
難
所
の
洋
式
化
率
67
％
、
利
用
者
の
意
見

を
伺
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
等
の
環
境
整
備
に
努
め
る
。

飼
料
高
騰
へ
の
補
助
を

質 

問

飼
料
高
騰
、
牛
肉
価
格
の
低
迷
が
畜
産
農
家

の
経
営
を
圧
迫
し
て
い
る
。
牛
肉
の
販
路
拡
大
が
大

切
で
あ
る
。
ま
た
、
作
業
環
境
の
改
善
に
大
地
活
力

セ
ン
タ
ー
の
牛
ふ
ん
受
け
入
れ
拡
充
、
施
設
充
実
に

つ
い
て
伺
う
。

市 

長

大
地
活
力
セ
ン
タ
ー
の
拡
充
は
、
牛
ふ
ん
の

搬
入
量
が
減
っ
て
い

る
の
で
考
え
て
い
な

い
。
飼
料
補
助
は
、

今
後
の
検
討
で
あ
る
。

牛
肉
の
販
路
拡
大
に
、

市
場
関
係
者
、
買
参

人
と
の
情
報
交
換
で

市
の
で
き
る
こ
と
を

考
え
た
い
。

病
院
利
用
者
の
安
全
確
保
が
第
一

質 

問

総
合
水
沢
病
院
利
用
者
の
安
全
確
保
を
第
一

に
耐
震
補
強
か
公
立
病
院
等
へ
の
転
院
を
早
期
に
対

応
し
た
上
で
、
市
民
合
意
の
も
と
新
医
療
セ
ン
タ
ー

整
備
を
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

市 

長

新
医
療
セ
ン
タ
ー
整
備
の
理
由
の
一
つ
に
、

現
病
院
の
耐
震
性
能
の
低
さ
が
あ
る
。
病
院
の
機
能

を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
医
療
拠
点
の
整
備
が
必
要
。

耐
震
補
強
工
事
に
は
相
当
の
時
間
を
要
す
る
た
め
、

日
頃
の
リ
ス
ク
軽
減
の
取
組
や
危
機
管
理
の
レ
ベ
ル

を
上
げ
対
応
す
る
の
が
現
実
的
。
整
備
計
画
に
対
し

疑
問
や
不
安
の
声
が
あ
る
の
は
承
知
し
て
い
る
が
次

の
基
本
設
計
作
業
を
進
め
な
が
ら
、
疑
問
点
の
解
消

や
修
正
は
可
能
。
請
願
審
査
や
地
域
医
療
懇
話
会
の

状
況
を
み
て
最
終
的
な
判
断
を
し
た
い
。

病
院
事
業
管
理
者

入
院
機
能
は
必
要
。
現
段
階
で
の

入
院
患
者
の
転
院
や

受
入
停
止
は
考
え
て

い
な
い
。
耐
震
対
策

は
、
地
震
発
生
時
の

初
動
対
応
を
は
じ
め
、

毎
年
、
年
３
回
の
避

難
訓
練
を
実
施
し
被

害
の
軽
減
対
策
を

行
っ
て
い
る
。

※ 6  PFAS（ピーファス）
有機フッ素化合物の総称で、撥水材等に幅広く利用されてきた物質。この中の
一部は自然分解が遅く、環境や人体に蓄積していくことがわかったため、製造
や使用の制限が規定されているものがある。
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本
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議
員
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い

千ち

ば葉 
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す
ひ
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議
員

奥
州
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ら
い

環境破壊は許しません
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市
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負
担
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営
の
持
続
可
能
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に
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る

不
安
が
残
る
。
市
民
合
意
の
在
り
方
や
医
師
確
保
、

財
源
の
見
通
し
な
ど
整
備
計
画
の
実
現
性
は
。

市 

長

市
民
説
明
会
で
の
意
見
を
踏
ま
え
た
大
幅
な

修
正
は
不
要
と
判
断
。
建
設
候
補
地
の
変
更
予
定
も

な
い
。
医
師
確
保
は
東
北
医
科
薬
科
大
学
と
の
協
定

を
進
め
、
財
源
は
病
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事
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や
基
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等
を
活
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来
投
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配
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減
少
や
物
価
高
騰
が
進
む
中
、
将
来
の

財
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負
担
へ
の
懸
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る
。
公
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上
下
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な
ど
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盤
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投
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取
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、
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の
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、
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取
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。
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特
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取
り
組
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考
え
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な
い
が
従
来

か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
戦
没
者
慰
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い
く
。
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・
目
標
の
明
確
化
を
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新
医
療
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に
は
病
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と
併
設
コ
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が
あ
り
、
コ
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ュ
ニ
テ
ィ
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に
は

25
・
８
億
円
の
予
算
が
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上
さ
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い
る
。
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な

公
共
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と
し
て
明
確
な
効
果
や
目
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を
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る
べ

き
で
は
。
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長

新
医
療
セ
ン
タ
ー
建
設
を
着
実
に
進
め
な
が

ら
意
見
を
い
た
だ
き
検
討
す

る
。
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問

令
和
６
年
度
総
合
水

沢
病
院
は
、
経
営
強
化
プ
ラ

ン
の
収
益
目
標
を
下
回
っ
て

お
り
赤
字
拡
大
に
繋
が
る
の

で
は
。

市 

長

昨
年
度
に
比
べ
入
院

患
者
数
等
の
増
加
が
あ
り
、

改
善
す
る
た
め
の
努
力
を
し

て
い
く
。

※ 5  非核平和都市宣言
奥州市としては平成 19年３月に「非核平和都市」であることを宣言している。
非核三原則が遵守され、また全ての国のあらゆる核兵器の廃絶と軍縮が推進さ
れることを強く願うもの。

用
語
解
説
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千ち

ば葉 

敦あ
つ
し 

議
員

日
本
共
産
党

宍し

し

ど戸 

直な

お

み美 

議
員

奥
州
ノ
ー
ト

及お
い
か
わ川 

佐た
す
く 

議
員

奥
州
み
ら
い

物
価
高
騰
に
苦
し
む
中
小
業
者
へ
の
さ
ら
な
る
支
援
は

質 

問

新
た
な
国
の
交
付
金
を
使
っ
て
、
物
価
高
騰

に
苦
し
む
中
小
業
者
へ
の
支
援
や
岩
手
県
の
賃
上
げ

支
援
金
へ
の
上
乗
せ
支
援
を
行
う
べ
き
で
は
。

市 

長

こ
れ
ま
で
の
実
施
事
業
の
成
果
や
地
域
経
済

の
状
況
の
見
通
し
を
勘
案
し
、
必
要
な
分
野
に
よ
り

効
果
の
高
い
施
策
を
検
討
し
て
い
く
。

前
沢
牛
の
知
名
度
を
さ
ら
に
上
げ
る
に
は

質 

問

前
沢
牛
の
銘
柄
統
一
で
、
出
荷
頭
数
が
増
え

評
価
が
高
ま
っ
て
い
る
。
松
坂
牛
や
神
戸
牛
等
、
他

の
有
名
産
地
と
比
べ
、
知
名
度
は
ま
だ
ま
だ
低
い
と

思
う
が
、
対
応
は
ど
う
か
。

市 

長

県
の
新し

ん

種し
ゅ

雄ゆ
う

牛ぎ
ゅ
う「

菊
美
翔
平
」
の
評
価
が
高

ま
っ
て
い
る
。
こ
の
点
も
考
慮
し
て
、
前
沢
牛
に
つ

い
て
、市
は
前
沢
牛
協
会
を
通
し
て
、プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
企
画
等
を
Ｊ
Ａ

も
含
め
て
協
議
し

て
い
き
た
い
。

知名度向上を目指すべき

人口減少と将来負担の不安

コミュニティ施設部分の建設費は25.8 億円
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老
人
ホ
ー
ム
を
建
て
過
ぎ
な
の
で
は

質
問

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
同
士
で
入
所
者
の
取

り
合
い
が
始
ま
っ
て
い
る
。
把
握
し
て
い
る
待
機
者

の
人
数
に
は
重
複
が
な
い
か
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

年
に
一
度
調
査
を
し
て
お
り
、
人
数
に
重
複

が
な
い
よ
う
に
精
査
し
て
取
り
ま
と
め
て
い
る
。
内

容
を
踏
ま
え
待
機
者
の
状
況
の
推
移
も
含
め
て
適
切

に
検
討
し
て
い
く
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
を
分
か
り
や
す
く

質
問

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
は
全
国
的
に
副
反
応

リ
ス
ク
や
報
告
が
多
く
国
へ
の
訴
訟
に
も
発
展
し
て

い
る
。
市
民
が
判
断
す
る
た
め
に
分
か
り
や
す
く
伝

え
る
べ
き
で
は
。

市
長

来
年
度
以

降
、
よ
り
分
か
り

や
す
い
通
知
書
を

作
成
し
、
接
種
を

す
る
か
ど
う
か
判

断
す
る
材
料
と
し

て
必
要
な
情
報
を

提
供
す
る
。

小お

の

で

ら

野
寺
重し

げ
し

議
員

奥
州
み
ら
い

佐さ

と

う藤
正ま

さ
の
り典

議
員

奥
州
ノ
ー
ト

市
長
の
政
治
姿
勢
を
問
う

質
問

奥
州
市
の
課
題
は
医
療
機
関
の
経
営
改
善
も

待
っ
た
な
し
、
公
共
施
設
の
再
編
な
ど
丁
寧
に
合
意

を
図
り
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
期

待
し
て
い
る
。
市
長
の
公
約
の
実
現
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

市
長
直
轄
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置
、

デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
医
療
、
教
育
、
公
共
交
通
、

農
業
改
革
が
主
な
公
約
。
ま
ち
づ
く
り
、
な
り
わ
い

づ
く
り
、
ひ
と
づ
く
り
の
三
位
一
体
の
改
革
が
重
要

と
考
え
、
未
来
羅
針
盤
図
を
策
定
し
、
８
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
進
め
て
い
る
。

市※
７

制
施
行
20
周
年
記
念
式
典
に
つ
い
て
は

質
問

奥
州
市
誕
生
20
周
年
の
節
目
で
あ
る
。
し
っ

か
り
検
証
し
、
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
と

し
て
ほ
し
い
が
。

市
長

11
月
に
記
念
式
典
を
予
定
し
て
い
る
。
市
民

の
機
運
を
高

め
、
新
た
な

一
歩
の
ス

タ
ー
ト
に
し

た
い
。

※ 7  市制施行 20周年記念式典
市制施行 20 年の歩みを確認し祝賀する場として、記念式典及び祝賀会が令和
７年 11月に市内ホテルで開催される予定。「広報おうしゅう」には 10年の振
り返り特別企画（５月号～９月号。全５回）が掲載中。
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9

今
年
３
月
、
日
本
で
ラ
ジ
オ
放
送
が
始
ま
っ

て
か
ら
１
０
０
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
当

時
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
前
身
で
あ
る
東
京
放
送
局
の
初

代
総
裁
を
務
め
ら
れ
、
そ
の
放
送
の
立
ち
上
げ

に
深
く
関
わ
っ
た
の
が
後
藤
新
平
で
す
。
開
局

初
日
の
演
説
で
後
藤
伯
は
「
放
送
を
出
す
側
は

正
し
い
情
報
を
発
信
し
、
受
け
手
は
そ
れ
を
正

し
く
理
解
し
活
用
す
べ
き
」
と
、
放
送
を
通
じ

た
自
治
意
識
と
倫
理
観
の
重
要
性
を
述
べ
ら

れ
、
こ
れ
は
、
フ
ェ
イ
ク
ニ
ュ
ー
ス
や
誤
情
報

が
蔓
延
す
る
今
の
時
代
に
あ
っ
て
、
メ
デ
ィ
ア

リ
テ
ラ
シ
ー
の
必
要
性
を
先
取
り
し
た
、
ま
さ

に
〝
生
き
た
言
葉
〞
で
あ
り
、
後
藤
伯
の
先
見

性
を
改
め
て
知
る
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。

奥
州
市
議
会
で
は
、
議
員
自
ら
が
出
演
し
て

い
る
ラ
ジ
オ
番
組
「
電
波
に
乗
せ
て
！
奥
州
市

議
会
」
を
奥
州
エ
フ
エ
ム
さ
ん
で
放
送
し
て
い

ま
す
。
議
会
だ
よ
り
で
は
伝
え
き
れ
な
い
議
会

活
動
に
関
わ
る
生
の
情
報
の
ほ
か
、
議
員
の
人

と
な
り
な
ど
も
知
っ
て
い
た
だ
き
、
議
会
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
え
る
機
会
に
な
れ
ば
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

奥州市施行20周年ロゴマーク

子宮頸がんワクチンの高い副反応率



15 おうしゅう市議会だより

二次元コードにスマー
トフォンをかざすと、
質問・答弁の動画を
見ることができます。

医
療
等
施
設
へ
の
物
価
高
騰
対
策
支
援
は

質
問

公
定
料
金
等
の
収
入
に
依
存
し
て
い
る
医

療
・
介
護
・
福
祉
施
設
の
物
価
高
騰
支
援
が
必
要
と

考
え
る
が
、
そ
の
考
え
が
な
い
か
伺
う
。

市
長

物
価
高
騰
に
対
す
る
支
援
交
付
金
が
交
付
さ

れ
る
際
に
は
、
効
果
的
と
思
わ
れ
る
支
援
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
。

新
医
療
セ
ン
タ
ー
建
設
へ
の
考
え
は

質
問

新
医
療
セ
ン
タ
ー
の
建
設
に
つ
い
て
の
住
民

説
明
会
を
受
け
て
の
所
感
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

２
０
４
０
年
問
題
へ
の
対
応
や
総
合
水
沢
病

院
の
老
朽
化
、
耐
震
性
能
の
問
題
が
あ
り
、
立
ち
止

ま
る
こ
と
な
く
前
に
進
め
る
べ
き
と
考
え
る
。

及お
い
か
わ川

春は

る

き樹
議
員

新
奥
会

今こ

ん

の野
裕ひ

ろ
ふ
み文

議
員

日
本
共
産
党

地
域
全
体
で
医
師
育
成
を

質
問

医
師
養
成
奨
学
資
金
制
度
の
義
務
履
行
先
の

要
件
緩
和
を
行
い
地
域
に
根
差
す
医
師
の
確
保
、
育

成
を
進
め
病
院
間
連
携
の
強
化
を
す
べ
き
で
は
。

市
長

病
院
間
連
携
に
資
す
る
と
考
え
る
。

病
院
事
業
管
理
者

市
立
病
院
に
着
任
さ
れ
た
う
え
で

医
師
の
意
向
に
沿
っ
た
形
で
連
携
を
進
め
る
。

も
の
づ
く
り
分
野
の
起
業
の
場
所
の
確
保
を

質
問

起
業
支
援
の
た
め
の
施
設
を
設
置
し
て
い
る

近
隣
市
と
比
較
す
る
と
遅
れ
て
い
る
の
で
は
。

市
長

起
業
を
目
指
す
人
へ
の
支
援
は
重
要
と
考
え

て
い
る
。
イ※
８
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
整
備
は
将

来
的
な
課
題
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
低
コ
ス
ト
な
起

業
拠
点
の
提
供
は
市
内
の

空
き
物
件
利
活
用
を
進
め

る
。
設
備
の
シ
ェ
ア
制
度

は
岩
手
県
工
業
技
術
セ
ン

タ
ー
や
近
隣
自
治
体
の
産

業
支
援
施
設
に
あ
る
の
で

広
域
的
な
視
点
で
活
用
を

進
め
る
べ
き
と
考
え
る
。

※ 8  インキュベーション施設
創業初期の企業や起業家の支援を目的とし、低廉な価格で業務スペースを提供
したり、専門家による相談支援や経営指導等を受けられる施設のこと。
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政
務
活
動
費
は
、
地
方
自
治
法
の
規
定

に
よ
り
、
議
員
の
調
査
研
究
に
資
す
る
た

め
に
必
要
な
経
費
の
一
部
と
し
て
交
付
さ

れ
る
も
の
で
、
奥
州
市
で
は
、
議
員
１
人

当
た
り
月
額
１
万
２
千
円
、
年
額
で

14
万
４
千
円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
令
和
６

年
度
の
収
支
報
告
書
、
領
収
書
等
を
公
開

し
ま
し
た
。
詳
し
く
は
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
な
お
、

当
市
議
会
で
は
平
成
29
年
度
分
以
降
の
政

務
活
動
費
に
係
る
領
収
書
の
コ
ピ
ー
等
を

公
開
し
て
お
り
、
こ
の
取
り
組
み
も
議
会

改
革
度
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。

市議会政務活動費
収支報告書を公開

花巻市起業家支援センターに併設された貸研究棟

なかなか行き先が決まらない救急車
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奥州市施行20周年ロゴマーク

子宮頸がんワクチンの高い副反応率
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見やすいユニバーサルデザイン
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委員会

音訳・点訳版議会だよりを希望の方は、
議会事務局までご連絡ください。

奥州市議会 検 索

奥州市議会
ホームページ

次の定例会は8月29日（金）の
開会です。

奥州市議会公式
Facebook

奥州市議会公式
X（旧Twitter）

奥州市議会公式
Instagram

　あとひと月もすると稲刈りの時期となりますが、立秋を過ぎ
ても異常に暑すぎて稲刈り作業も大変な時代になってきまし
た。残暑はこれからが本番だと思われます。外での作業をさ
れる方々には、くれぐれもご自愛ください。 （髙橋 善行）
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江刺みちのく盂蘭盆まつり
　毎年８月16日に開催される夏の風物詩で
す。初盆供養の灯籠流しや花火大会、郷土
芸能の商店街巡演、江刺鹿踊「百鹿大群舞
（ひゃくしかだいぐんぶ）」が催されます。

表紙紹介

表紙イラストのスマホ待ち
受け画像をダウンロードで
きます。詳しくは奥州市議
会ホームページへ。

❶奥州市役所の職員として働くことです。インターンシッ
プでの経験から目指す気持ちが強まりました。地域の
発展のため自分にできることを探していきたいです。

❷前沢高校の JRC部の部室です。窓を開けると前沢の
街並みを一望することができるからです。また、３
年間この部屋で仲間と沢山の活動をしたことが最高
の思い出になっているからです。

❸ 私はまず、地域の人々の活気があふれ、子育てがし
やすい街にしたいです。ボランティアで長期休みに
子どもと遊んだ経験から、地域が一丸となって子育
てを支援する奥州市の方針に関心を持ちました。奥
州市内で活動している団体等と連携し、子育てが今
よりしやすい環境になればよいと
思っております。

❶ 社会人として立派に成長した姿を親に見てもらいた
いです。

　 毎日の送迎やお弁当作り、相談相手として支えても
らったからです。

❷ 江刺田原地区の景色です。自然豊かで、春夏秋冬そ
れぞれの美しい自然の姿を見ることができ、心癒さ
れるからです。

❸ 私は奥州市の自然豊かだからこそ見られる景色が好
きです。休日には景色を見ながらランチをしたり、
サイクリングをすることが趣味です。その景色に心
が癒されるので、奥州市はいつまでも自然豊かな街
であってほしいです。

越
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田
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斗
と

さん
（水沢工業高等学校 電気科３年）

得意科目は
化学！

FMラジオ「電波に乗せて！奥州市議会」放送中！
奥州エフエム（77.8MHz）
隔週木曜日15：40頃～15分程度
（再放送   翌週火曜日18：30頃～）

座右の銘は
「七転び八起き」

MesMesMesesMesMesessessesssessesssessesssessessage to the future.sage to the future.sage to the future. ❶ 将来の夢（職業など）とその理由を教えてください。
❷ 奥州市の一番好きな場所とその理由を教えてください。
❸  あなたの考える理想の奥州市。「こういうまちにしたい！
　 してほしい！」という思いをぜひ教えてください。

質問事項




